
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
７月１日に、被爆体験伝承者の井上さんが佐伯中に来

られ、川本さんのお話をしてくださいました。それを機に

生徒会執行委員が生徒全員に折り鶴を制作する企画を

提案し、生徒全員で鶴を折りました。 

右の写真は、ボランティア生徒が折り鶴に糸を通して

いるところです。放課後を利用して一つにまとめてくれま

した。ありがとうございました。 

次の写真は、生徒会執行委員が７月３０日に平和公園

へ行った時の写真です。撮影後、生徒会長が代表して折

り鶴を献納しました。 

生徒会執行委員は、引率の秋田先生と前田先生とと

もに、暑い中そして多くの観光客などで込み合う中、佐伯

中の生徒を代表して行きました。その後、原爆資料館へ

見学に行ったそうです。この日のことは、改めて生徒会執

行委員が報告をすることになっています。 

 

 

 

７月３０日、廿日市消防署から隊員の方８名に来ていただき、ＡＥＤを使う練習を重点的

に救急対応訓練を行いました。さらに、部活指導中、生徒が熱中症で具合が悪くなった時を

想定して、生徒役、顧問役、連絡役などを決めて訓練し、消防士の方から適切なアドバイス

をいただきました。 

先生たちは普段

から事故が起こら

ないように気を付

けますが、万が一

に備えるために、

しっかりと研修し

ました。 

廿日市市立佐伯中学校   令和７年度 
           

【自 律】 学 校 だ よ り 
          ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http:// www.hatsukaichi-edu.jp/saiki-j/ 

学校教育目標：「夢や目標に挑戦し、自己実現を図る生徒の育成」  

 

 

 

９月号（№１４） 

令和７年 

９月１日（月） 

日（金） 

 

平成三０年 

四月二７日（金） 平和への思いを形に 

心肺蘇生研修（教職員） 



 

 

 

 

第６６回広島県吹奏楽コンクール（中学校フェスティバル

部門）が福山市にあるリーデンローズで行われ、本校は８月

３日（日）に出場し、「優良賞」を受賞しました。おめでと

うございます。私も聴きに行きましたが、８名で素敵な演奏

を奏でていました。 

吹奏楽部は、９月にもイベントがあり、１０月の文化祭で

は皆さんに演奏を披露します。楽しみにしてください。 

 

 

 

８月２３日（土）に廿日市市議会本会議場で、佐伯中を含めた廿日市市内の各中学校代表

１２名が“魅力的なまちづくりに向けた提案・提言”を行いました。 

本校からは、３年生の永見遼香さんが「県内外高校のための

共同寮の設置について」と題し、「県内外各地からも入寮できる

共同寮が設置されたなら、中山間地域に住む生徒が高校選択の

幅を広げてキャリア選択を狭めてしまうこともなくなり、また

将来的には廿日市市にとっても良いことではないか。」と提言し

ました。（写真はリハーサルの様子です。） 

来年は佐伯中から誰が提案・提言を行うのでしょうか。来年も楽しみにしています。 

 

 

 

佐伯中生徒の作文が中國新聞のヤングスポットに掲載されました。４月から延べ１２名と

なります。紙面の都合により作文をここに載せることはできませんが、８月中旬までに掲載

された生徒の氏名と題名を紹介します。 

７月 ９日  「陸上部で頑張って思い出」  山田 翔洸 さん 

７月１９日  「野菜栽培の大変さ分かる」  平本 幸弥 さん 

７月２６日  「地域の方と心一つに演奏」  溝口 結愛 さん 

８月 ５日  「自分と向き合い良かった」  玉川 穂希 さん 

８月 ９日  「原爆の恐ろしさを再認識」  三田 勇人 さん 

８月１４日  「自分を振り返る大切な時季」 音田 翔也 さん 

 

どの作文も、自分の考えや気持ちを素直に表現していると感じました。生徒の作文は、２

階に掲示しています。保護者の皆様も来校時にぜひご覧ください。 

 

ヤングスポット（中國新聞） 

未来を話そう！はつかいち子ども議会 2025 

広島県吹奏楽コンクール 

裏面もあります 


